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企業概要

企業概要

□社名

□東京本社所在地

□熊本本部所在地

□代表者

□設立年月日

□従業員数

□資本金

□株式上場

□証券コード

□事業内容

平田機工株式会社（Ｈｉｒａｔａ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）

東京都品川区戸越３丁目９番２０号

熊本県鹿本郡植木町一木１１１

代表取締役会長 平田 耕也

代表取締役社長 米田 康三

1951年12月29日 （創業1946年）

1,194名（単体） 1,813名（連結） （2007年9月30日現在）

2,633百万円（2006年12月）

JASDAQ証券取引所上場

6258

各種生産ラインシステム、産業用ロボット及び物流関連

機器等の製造ならびに販売
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創業～現在

平田機工の歩み

創業 １９４６年（昭和２１年） 創業者 平田 恒一

１９５１年（昭和２６年） 平田車輌工業株式会社を設立

１９７０年（昭和４５年） フリーフロー方式コンベアシステム開発

１９８２年（昭和５７年） 組立用スカラ型ロボットの実用化に成功

生産ラインに流される製品を作業者の手元で止め
ることで、作業効率を飛躍的に高めたコンベア
国内外の大手家電メーカーで採用

リヤカー・産業用車両など運搬車の製造販売

運搬車メーカーから生産設備システムメーカーへ

平田 耕也

各種自動組立ラインを納入
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事業領域と業績動向

家電中心 選択と集中

そ
の
他

自
動
車

F
P
D

製品別売上実績（単体）1984年度～2006年度

事業領域の変化

1980年～ 1990年～ 2000年～

ﾛﾎﾞｯﾄ開発 ｴﾝｼﾞﾝ組立ﾗｲﾝ コンピュータソフト部門強化 半導体ｳｪﾊ搬送装置 第10世代搬送用ﾛﾎﾞｯﾄ

環境の変化に対応して事業領域を変化

ブラウン管
製造ライン

百万円

37,754
39,575

31,81831,943

28,26527,64527,677
28,743

27,475
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HCE／英国ｳｫﾙﾄｼｬｰ

SHM／中国上海

HET／ﾀｲﾊﾞﾝｺｸ

HCA／米国ｲﾝﾃﾞｨｱﾅ

北北 米米

中国・台湾中国・台湾

欧欧 州州

国内・海外拠点

国内６拠点（５工場） 海外１２拠点（８工場）

HRG／ﾄﾞｲﾂﾏｲﾝﾂ

HSS／中国上海

HCT／台湾

HSL／ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙｼﾞｭﾛﾝﾀｳﾝ

HEI／米国ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ

HEM／ﾒｷｼｺﾊﾞﾊｶﾘﾌｫﾙﾆｱ

HCA／米国ﾃﾞﾄﾛｲﾄ

熊本本部・熊本工場・熊本東工場
／熊本県鹿本郡植木町
ロボット工場／熊本県熊本市
太平興産／熊本県熊本市
ﾀｲﾍｲｺﾝﾋﾟｭｰﾀ／熊本県熊本市
HST／熊本県熊本市
ヒラタフィールドエンジニアリング
／熊本県鹿本郡植木町

関東工場／

栃木県宇都宮市

東京本社／東京都品川区

関西工場／
滋賀県野洲
市

東南アジア東南アジア

中国新工場建設中

HＡS／中国上海

国内・海外拠点

保守・サービス強化の為、
平成19年4月組織改編

日本日本

現在、世界40カ国に及ぶ各分野におけるトップクラスのお客様から高い信頼と評価をいただいています
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自動車関連生産設備事業

自動車関連生産設備事業

お客様の生産技術を向上するHirataの生産設備システム

トランスミッション関連設備エンジン組立設備

エンジン・トランスミッション関連設備

２００１年 米国ＧＭ社 エンジン組立ラインの受注獲得

２００７年 米国クライスラー社 エンジン組立ラインの受注獲得

中国・欧州戦略の強化・自動車部品分野への参入

自動車部品関連設備
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FPD関連生産設備事業

FPD関連生産設備事業

大型化するガラス基板

ヘッドコーター
（レジスト塗布装置）

第10世代対応

ガラス基板搬送ロボット

お客様の生産技術を向上するHirataの生産設備システム

搬送ロボットやプロセス装置を組み合わせた生産システム

東京エレクトロン社と協業

2006

2005

2004

2003

2000
1996

G7

G6

G5

G4
G3

G1
G2

G102008

1994

G8
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半導体・L&M関連生産設備事業

プロセス間及びウェハ搬送用ロボット等の搬送装置

2007年 米国BST社と業務提携

半導体関連生産設備事業 L&M関連生産設備事業

冷蔵庫・薄型ＴＶなどの家電製品組立ライン

タイヤ関連設備

（タイヤ搬送システム・タイヤ仕分け機）

お客様の生産技術を向上するHirataの生産設備システム

ロードポート ＥＦＥＭ

真空ウェハ搬送システム ウェハ搬送ロボット タイヤ製品仕分けラックレスストッカ

冷蔵庫組立設備 薄型ＴＶ組立設備
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41.1%

7.7% 20.9%

46.8%

8.2%

13.8%
25.6%

11.8%

13.4%

10.6%

08/ 3中間期 ４，３５７百万円

中間期決算状況 事業部門別売上高構成比

07/ 3中間期 ５，８８４百万円

08/3中間期 ２，２０２百万円
07/3中間期 ２，７０４百万円

08/3中間期 １，７１１百万円
07/3中間期 １，７７０百万円

08/ 3中間期 ９，７４０百万円
07/ 3中間期 ９，４３７百万円

【外側】
2008年3月期中間期

連結売上高
２０，８０６百万円

【内側】
2007年3月期中間期

連結売上高
２２，９７４百万円

その他その他

自動車関連生産設備事業自動車関連生産設備事業

FPD関連生産設備事業FPD関連生産設備事業

半導体関連生産設備事業半導体関連生産設備事業

物流機器及び
家電関連生産設備事業（L&M ）
物流機器及び
家電関連生産設備事業（L&M ）

08/ 3中間期 ２，７９５百万円
07/ 3中間期 ３，１７７百万円
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Ⅰ 中間期決算状況
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20082008年年33月期中間期の実績月期中間期の実績

当中間期当中間期
単体・連結単体・連結

◆

◆

百万円

％

■積上棒グラフ：下部が上半期、上部が下半期の売上高
青が単体、緑が連結

■折線グラフ：オレンジの実線が上半期営業利益率、ピンクの
点線が通期営業利益率

売上高では、単体・連結ともに過去 高であった前中間期の実績には達しなかったものの、営業利益率では、単
体で対前中間期比2.7ポイント増の9.7％、連結で0.4ポイント増の8.0％と、中間期としては過去 高となった。

連結売上高は、自動車関連生産設備事業の減少等により対前中間期比9.4％の減少となった。
原価率の低減により、売上総利益は対前中間期比8.8％増加したが、研究開発費、J-SOX関連費用等の増加に
伴い販管費が対前中間期比17.9％の増加となった。この結果、営業利益の絶対額は対前中間期比71百万円の
減少となったが、営業利益率では、単体で対前中間期比2.7ポイント増の9.7％、連結で0.4ポイント増の8.0％と改
善し、単体の営業利益は対前中間期比329百万円（25.1％）の増益となった。
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◆◆ 売上高は、自動車関連事業とＦＰＤ関連事業が前期・前々期の史上 高売上に及ばず
減収となるが、半導体、Ｌ＆Ｍ等で補って増収を計画

◆◆ 営業利益は、社内加工生産量の拡大による外注費の削減、品質向上活動による追加・
無償工事費用の圧縮等により、増益確保を目指す

今期業績の見通し 連結業績予想

2008年3月期2007年3月期

上期（実績） 下期（見通し） 通期（見通し）

売上高 292 500

Ｌ＆Ｍ関連 76 27 62 90 +18.3%

その他 34 17 24 41 +19.6%

営業利益 （率） 37(7.7%) 16(8.0%) 21(7.3%) 38(7.6%) +2.5%

経常利益 （率） 34(7.1%) 15(7.6%) 20(6.9%) 36(7.2%) +5.2%

当期純利益 （率） 18(3.9%) 6(3.1%) 13(4.6%) 20(4.0%) +7.0%

自動車関連

ＦＰＤ関連

半導体関連

208

84 128

80

42

177

64

対前期
増減

481 +3.8%

130 43 ▲2.6%

183 97 ▲3.4%

57 22 +11.5%

（単位：億円、％）
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中期経営計画

自動車・自動車・FPDFPD・半導体分野における生産エンジニアリングの・半導体分野における生産エンジニアリングの
リーディングカンパニーリーディングカンパニーへへ

20072007年年 －－ 20200909年年
中期経営計画中期経営計画

中長期発展の基礎確立の為、組織的な経営体制の整備・強化中長期発展の基礎確立の為、組織的な経営体制の整備・強化

生産エンジニアリングとモノ造りを両輪としたグローバル企業生産エンジニアリングとモノ造りを両輪としたグローバル企業

持続可能な競争力と安定的な業容・収益持続可能な競争力と安定的な業容・収益

持続的な成長を可能にする基礎づくり持続的な成長を可能にする基礎づくり

0７年3月期

実績

2.02.0

４４.0.0

6.06.0

8.08.0

10.010.0
％・倍％・倍

5050,00,0000

4400,00,0000

2200,00,0000

1010,00,0000

3300,00,0000

百万円百万円

08年3月期

予想

09年3月期

目標

■■１・２・３・４計画の現状と見通し１・２・３・４計画の現状と見通し（単体ベース）（単体ベース）

39,57539,575
40,40,0000００

45,45,0000００

6.86.8

8.08.0

7.7.00

11・２・３・４計画・２・３・４計画

0.970.97 １倍以下１倍以下

●● 09年３月期に当社単体で以下の目標を達成する。

１１：有利子負債比率（デット・エクイティ・レシオ）１１以下
当中間期実績は1.0倍。堅調に推移している。

２２：営業利益率２２倍（対05年3月期4.0％比）
当中間期実績は9.7％。堅調に推移している。

３３：リードタイム３０３０％以上削減
ＬＴ３０プロジェクトによる削減活動を展開中。

４４：売上高４５０４５０億円以上
当期計画を達成すると共に更なる受注拡大を図る。

営業利益率営業利益率
（％）（％）

売上高売上高
（百万円）（百万円）

ﾃﾞｯﾄ・ｴｸｲﾃｨ・ﾚｼｵﾃﾞｯﾄ・ｴｸｲﾃｨ・ﾚｼｵ
（倍）（倍）



13

 平田機工 [6258/JQ] 週足   2007/11/14

06/12/14 - 07/11/12  [49]
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株価推移と株主還元策

2008年3月期 配当予想 １株あたり17円50銭
株価推移と株主還元策

9/12 自社株式買付発表
（2007/9/13～2007/12/28）

200千株・360百万円（上限）

06/12/14～07/11/13
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その他

株主・投資家情報についてのお問い合わせはこちらをご利用ください。

平田機工株式会社 ＩＲ・広報室

ＴＥＬ ０９６－２７２－５５５８ ＦＡＸ ０９６－２７２－３６１８

IR窓口 hirata_ir@hirata.co.jp

当社の事業紹介・ＩＲ情報などは当社のホームページからご覧いただけます。

当社ホームページアドレス

http://www.hirata.co.jp

当社IRサイト

http://www.hirata.co.jp/ir/index.html
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本資料のお取扱い上のご注意

本資料中の業績予想ならびに将来予測は、本資料作成時

点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであり、

経済動向、他社との競争状況、為替レートなど潜在的なリ

スクや不確実性が含まれています。そのため、事業環境の

変化等の様々な要因により、実際の業績は言及または記

述されている将来見通しとは大きく異なる結果となることが

あることをご承知おきください。
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